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1.はじめに

アンデス文明は現在のベルー共和国の太平洋

沿岸に紀元前3000年頃に発祥し、他の文明と

の交流がないままに独自に発展した。ここには

リャマ、アルパカ等の獣毛と、現在最も高価な

木綿として知られる海鳥綿の原種である長繊維

のワタの二つがあった。古代アンデスの女性た

ちはこれらを使って細くしなやかな糸を巧みに

紡ぎ、手の込んだ素晴らしい織物に作り上げた。

アンデス文明は文字を持たず、紙も発明されな

かったが、イメージを表現・伝達するメディァ

として織物が重要な役割を果した。織物こそが

アンデス美術の原点であったと言っても過言で

はない。ここではナスカ文化期(紀元ト1650

年頃)とチャンカイ文化期(紀元 1100向 1470年

頃)の染織品の織りと染めに焦点を当てた。

本研究は、本学被服学科被服管理研究室が平

成 9-24年度に 4年次学生の卒業演習「アン

デスの染織文化Jとして行ってきた成果の一部
をまとめたものである。研究は、毎年 1-2 

種の織組織あるいは技法について行い、学生は

基本的に各自 1枚の織物を担当して、織物の

組織と素材を分析し、確認、のための再現織物を

制作した。さらに文献や美術館の闘録などを用

いて同じ織組織を持つ布について調査し、これ

らの内容を論文としてまとめた。本論文は、こ

れらの成果のうち、東京大学総合研究博物館が

所蔵する古代アンデス染織品 100点余りの中の

紋織等を除く 69点についてのものである。

2.資料

東京大学総合研究博物館が所蔵する古代アン

デス染織品 69点(表 1) と個人蔵の 1点を資

料としたo 表 1はこれらの資料を織組織別に

分類して示したものである。制作時期は、ナス

カ文化期(紀元 1-650年頃)が 2点、ワリ文

化期 (600-900年頃)が 1点、チム一文化期

(900-1470年頃)が 2点、チャンカイ文化期(紀

元1100-1470年頃)が59点、インカ文化期

(1470-1532年頃)が 1点、その他と不明が 4

点で、チャンカイ文化期のものがほとんどを占

めている。

3.調査・分析の方法

3・1.織組織の分析と再現

織物の織組織を分析し、組織図を作成した。

組織の確認のために再現織物を作成した。織物

の制作は、古代アンデス人が使用した腰帯機(図

1 )と同じ方法(写真 1)で行った。
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表 1・1. 東京大学誌合研究博物館所蔵「古代アンデス織物」資料(織組織による分類)

資番料号 織物名称雄l 文化期埠』 寸(cm法} 

素材出

織組織 数
経糸 緯糸

cha 41 格子縞平織裂 チャンカイ 14 x 20 木綿 木綿

cha43 格子縞平織裂 チャンカイ 18 x 13 木綿 木綿

cha48 格子縞平織裂 チャンカイ 11.5 x 11.5 木綿 木綿

cha 53 格子縞平織裂 チャンカイ 19 x 14 木綿 木綿

cha54 格子縞平織製 チャンカイ 19.5 x 17 木綿 木綿
平地合 10 

cha 57 無地平織裂 チャンカイ 22 x 20 木綿 木祖

cha 59 無地平織裂 チャンカイ 18.5 x 15 木綿 木綿

cha 60 無地平織裂 チャンカイ 17 x 16 木綿 木綿

cha 61 無地平織裂 チャンカイ 21 x 10 木綿 木綿

cha 96 無地平綿製 チャンカイ 22 x 13.5 木綿 木綿

cha44 継ぎ合せ経緯平織裂 不明 18 x 4.5 木綿 木締

cha45 格子縞平織裂 チャンカイ 16 x 17.5 木綿 木綿

平組織
cha46 格子縞平織裂 チャンカイ 16 x 4.5 木綿 木綿

cha47 格子縞平織裂 チャンカイ 11 x 6 木綿 木綿

cha49 経踊平織裂 チャンカイ 23 x 4.5 木綿 木綿
経地合 10 

cha 50 経縞平織裂 チャンカイ 7.5 x 17.5 木綿 木綿

cha52 経縞平織裂 チャンカイ 13.5 x 13 木綿 木綿

cha86 経縞平織裂 チャンカイ 10 x 22.5 木綿 木締

cha 92 経絹平織裂 チャンカイ 10.5 x 5.5 木綿 木綿

cha 119 経縞平織裂 チャンカイ 11 x 9 木綿 木綿

cha 8 平織変化組織裂 不明 13 x 32 猷毛 猷毛

cha 51 格子縞平織変化組織裂 チャンカイ 9 x 8.5 木綿 木締

cha 77 格子縞平織裂 チャンカイ 14.5 x 19 木綿 木綿
変化組織 6 

cha 95 格子縞平織変化組織裂 チャンカイ 11.5 x 15.5 木綿 木綿

cha 114 平織変化組織裂 チャンカイ 19 x 25 木綿 猷毛

cha 129 市松文様平館裂 チャンカイ 14 x 4.5 木綿 木綿

cha 97 鳥文様組織裂 チャンカイ 15 x 8.5 木綿 猷毛

cha 98 蛇頭抽象文様組織帯裂 チャンカイ 27.5 x 8.5 木綿 猷毛

cha 99 鳥文栂ma裂 チャンカイ 26x 3 木綿 獣毛

cha 102 島(?)文栂館館裂 チャンカイ 9x5 木綿 獣毛

語 9 cha 135 人物文様損館裂 チャンカイ 6.7 x 9 木綿 猷毛

cha 136 鳥文横鰻綿織飾り裂 チャンカイ 12 x 4.5 木綿 猷毛

cha 138 品抽象文掛組織緑飾り裂 チャンカイ 27 x 7.5 木綿 猷毛

cha 140 漣文犠組織帯裂 チャンカイ 27.5 x 4 木綿 猷毛

T-220-4 捜状縞文横笛織裂 (カナワチス遺カ跡) 23 x 18 木綿 猷毛
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表 1・2. 東京大学総合研究博物館所蔵「古代アンデス織物j資料(織組織による分類)

織組織 数 資料番号 織物名称壇} 文化期也 寸(cm法} 

cha 10 幾何学文栂槌取裂 チャンカイ 13.5 x 10 木綿 木綿

cha 19 経縞健取裂 チャンカイ 8.5x 22.5 平祭器分種選草分

cha 87 烏抽象・漉文栂鑓取裂 チャンカイ 2.5x 13.5 木綿 猷毛

cha 88 トカゲを喰む鳥の文相鑓取裂 チャンカイ 21 x 9.5 平木織翠綿分 槌取猷部毛分

cha 94 猫科動物文様鑓取裂 チャンカイ 12.5 x 11.5平木織部綿分 鑓取猷部毛分

cha 100 階段文横樋取・平織裂 ワリ 21 x 25 平2織k部綿分 艶取猷毛部分

cha 106 房付き鳥文様縫取裂 チャンカイ 18 x 18 平木鶴部綿分 槌取猷毛部分

縫取 14 
猫科動物・鳥文様縫取裂 チャンカイ 14.1 x 18 平木織部綿分 縫取猷毛部分cha 108 

cha 118 烏・捜文横笛取裂 チャンカイ 7.5 x 10.5 平木織部綿分 鑓取猷毛部分

cha 122 鳥文様鑓取裂 チャンカイ 9 x 11 平木織綿部分 縫取猷部毛分

cha 123 鳥文様・平織・健取裂 チャンカイ 18.5 x 18 平木織部詰分 組取猷部毛分

cha 126 猫科動物・烏波文様縫取裂 チャンカイ 17 x 21 平木織部綿分 担取猷毛部分

cha 148 トカゲを喰む凪の文樟縫取裂 チャンカイ 11 x 21.5 平木織綿部分 鑓取猷毛部分

cha 150 烏抽象・波文栂縫取裂 チャンカイ 11 x 12 平木織部綿分 鑓取猷毛部分

cha 91 鳥・捜文横ニ軍織風通裂 チャンカイ 7 x 20 木綿 木綿
一
童館
二重風通 3 cha 141 烏・諌文描ニ置織風通裂 チャンカイ 11 x 20 木綿 木綿

IZ 17 三角・ラクダ科動物文様二重織風通包み布 インカ 29 x 29 木綿 木綿

cha 104 オープンワーク{静・刺繍)裂 チャンカイ 18 x 20 木綿 木綿

チ
オワーープクン 3 cha 117 オープンワーク(平織・刺繍)裂 チャンカイ 17 x 12.5 木綿 木綿ヤ

カムイレ〆 cha 56 鳥文横オープンワーク(繰・刺繍)裂 チャンカイ 35 x 20 木綿 猷毛

cha 68 烏抽象・蛇抽象文様チャンカイレース裂 チャンカイ 32 x 49 木綿 木綿

ス
紗+刺繍 3 cha 73 チャンカイレース基布(紗・ノッテイング)裂チャンカイ 25 x 20 木綿 木綿

cha 74 按染チャンカイレース裂 チャンカイ 18 x 14 木綿 木綿

cha 63 鋸織(間銀)裂 チャンカイ 9.5 x 22 木綿 木綿

羅 3 cha 65 線織(間線)裂 チャンカイ 17 x 8 木綿 木綿

cha 69 線織(随繰)裂 チャンカイ 19 x 13 木綿 木綿

cha 62 緑織裂(平織・筒銀・4本銀}裂 チャンカイ 20 x 7 木綿 木綿
躍

cha 72 接結(紗・平織}裂 チャンカイ 13 x 15 木綿 木綿

複合 5 cha84 鰻織(紗・平織}裂 チャンカイ 23 x 15 木綿 木綿

cha 101 鳥文様韻織・紗裂 チムー 26 x 32 木綿 木綿

cha 120 銀織(紗・調鰻・平織)裂 チムー 10.5 x 5.5 木綿 木締

単 cha29 漁銅 不明 24 x 16 ? (靭鹿健雄?)
単一結環 2 

組織
LH-01 漁網 形成期 9 x 13 ? (靭鹿鶴雄?)

単一掛環 T・22ふ2 鳥形ルーピング緑飾り ナスカ 3.5 x 17 猷毛

合計 69 
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1<. 2. H PLC-PDA il;による染
料分析の使1111幾撚と分析条件

装置
島津高翠濯体ヲロマトヴラフィ

LC・10A

充lJ1剤使用 粒子後:5μm. 紹孔径 12μm 

A -B 2漉リニアデラジエント
Al目・リンa!lナトリウム
buffer pH 2.6 

日相 .メヲノール

移動相 o mln. - 20 minにおいて
AlB ~ 60/40 - 5/95にリニア

ずラジエント
20 min. -40 minにおいて
AlB ~5/95 -5/95のまま

令長n1. 本研究の)妓117機 流畳 1.0 ml/l min 

|百1 1. ア ンデスの11要 ':i~:t幾
( 11¥ 典:11"1111、ぬ111樹、Ili

代ア ンデス美術、 fii皮，'f/，li、
1991 {1"1e行、p.166)

3-2.繊維素材と染料の分析

経糸、緋糸の素材をlIJi微鏡でwl然し、 判定し
た。ぷ色に染色されている糸の染料をl.'S.iilil'似体
クロマトグラフ ・フォ トダイオー ドアレイ検/1¥

出 (以下HPLC-PDA)法で分析し、検11¥され
た色よから使われた染料を特定した。)IJいた際

協と分析条件を表 2に示す。

4. 織物構造

4 -1 .平織

4-1-1平地合、経地介

、 l '地合布には、係調1I ~.ál撚糸で織られたガーゼ

ηU  2. cha 41i物 f釘:i'I':織災J
(点以大学総合研究1'11物館所必

写J't3. cha 92i絞縞‘lξ

織裂J(点以大学総fT研
究l事物館Ufr品/UII'I)

温度 40'C 

波長 190 -700 nm 

バンド絹 2 nm 

時定数 0.64 sec 

検出器
フ才トずイオードアレイ UV.VIS 

検出器 SPD・Ml0AVP

'r街lH陸"システムコシトロ-.(..CJ;)11' 11円CHIワークステーン
ヨン口人耳目)i'IU‘・てヂー'‘"i-h?た

状の布 (cha59、61)、織り <ffi:肢の小さい籾lい

布 (cha41 ('I/J'i. 2)、53)、街に織られた布 (cha

57， 60)の 3極があり、 経地合布は全て密に織

られた布 (写点 3、cha92)であった。経糸、

緯糸は全て..f:Mi¥(S撚双糸が多い)であった。

4-1・2 、 I~織変化組織

Cha 8 f絡イ-縞平織変化組織裂J(等以 4・1、
4-2、|誕12)は、両JJ品の平織出11分は経糸、緋

糸ともにピンク色糸で織り、まん"1の変化組織
部分はピンクと焦茶色の糸を川いている。経糸

は同色糸を 1み;交互に配し、総糸は不規則に

入っていた。素材はピンク糸、 1，1.';茶糸共にi!民毛
(S -1mり双糸)であった。アンデスの織物は、

木綿と!吠屯の|河)iが使われているものが多い

が、この布は経糸、緯糸のどとてに!吹毛がJHいら
れている数少ない布の一つであった。

Cha 114 f平織変化組織裂J(写真 5・1、
5-2、|記13)は、平組織の純j也子干の組織を、

経糸の色の配i丘と糸の飛び)jを変えてili松文線

風にイ1:1二げていた。経糸には紺色の木綿 (S撚

り双糸)と、此色と赤のJi伏毛 (S燃り双糸)を
使い、総糸にはベージュ色の本紙¥ (S ~.黙り双糸)

が使われていた。
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勺:U 4 -1 _ cha 8 i、l'織変化組織災j
(.!lu;t大学総合研究1'5物館所IIN.，'，-，'，)

"Ju 4 -2. cha 8のJ広):_"五1l
( .!lü;u-:;t総合研究|事物館I~r必川)

ηJ~ 5 -1. cha 114 i、ド織変化組
織裂jの拡大写真

(.!lu;t大学総合研究I'!l物ftiiJ訂正長品)

"n~ 7 -1. cha 135 í人物文線級織*~J
(米);t)("戸総合研究1'5物館11rIIN.品)

，1;代アンデスの染織文化

|記12. cha 8の組織l耳| 勺:JT4・3.cha 8のP.波紋物

1:;(1 3. cha 114の組織1:;(1 勺':J'i5 -2. cha 114のIIi.fJ!織物

?j:J'~ 6. cha 9Si蛇lifi-tlll UI. )(線級総'Ji;-裂J
(.!lu;t J:.'''f:総合研究jo!j物釘i/9[成品)

"Ju 7-2 . cha 135のJ仏大写J.'{
(点京大学総合研究開物館所威川)
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勺:~'t 8・1.cha 106 r})H・tき鳥文線縫l以裂」
(J!u;(大学総合研究I'!i-物館所正義仏)

'Ij:~'! 9-1. IZ17 r ejfJ .ラクダ利動物文
械'.'ft:織}!liU岨包み..{riJ
(J!i);(大学総合研究i'!j.物館所必品)

勺:.!~ 8-2. cha 106の拡大

η:只(京京大学総合研究博

物館i!lr必品)

|主14. cha 106の組織1;(1

?]:}~ 9-2 .IZ17の拡大η点 (J![
);(大学総合研究|事物館所縦仏)

品
目田 町 田 U_lf...::: 

帯

1]: J'L 8・3.縫I収の再現織物

'L]:兵 9・3.IZ17の再現織物

.主主・#:#:#1#1#;

ー毒事:#1#:#:#1

:将‘#:#1写本t
・#:#:抹;

#:#: 

:#: 

|百15. IZ17の組織l立|

'勺:ょ'L15-3. '11.-償訴1(ルーピング)のIlf
J)l.織物

古池一
ハ一ハ凶
M
つけ

ケ
即
応
酬

ι

比
引
ル
附

ハ

γ
内
内
昨
日

ハ一

υ内
以
O
N
7

、一
j
'し
j
午
バ
叫
ト
M
問

勺:点15-1.下220-2r.臼形ルーピング縁飾りJ
拡大勺:~'! (.Jl:!:J;(大学総合研究i事物館ii芳成品) 'TJJT 15-2. I~. 一般m

(1レーピング)の校法
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4 -2_綴織

綴織 9.'.'.(の文線のモチーフは、山 (cha97、

99、102、136、138)、 蛇 (cha98万点 6・1)、

人物 (cha135、写点 7・1、7・2、 7・3)、波

(cha140、T・220-4 )であった。

綴織は緋地介の、向性で、緋糸が<ff.:に織り込ま

れ、経糸は比えない。綴織部分は、いずれも粁

糸には木綿 (S燃り双糸)が似われ、総糸には

11民主 (S.Jt!.;り双糸)が使われていた。アンデス

以外の多くのl正|に綴織はあるが、アンデスの綴

織は緯糸の術j立が尚く、ぷ哀のl豆別がつかない

れ;出もきれいに仕上がっている。

アンデスの織物のモチーフlこは品が多く、品、

蛇、人物などの文織の形状がアンデス独特のb'よ

lJiI討を/1¥している。

4-3.謎i以

総i収は、 一見刺舗のように比えるが、織り込

まれた緋糸が文棋を衣わしている織物である。

チャンカイ文化JUJに多くの総取が作られた。、|三

品世地にアンデス特イ{ の .c~ (写点 8・1、8・2、

|立14)、波、ネコ利・動物、 トカゲなどの文級を

j也組織の糸とは見なる色糸(緋糸)で織り込ん

でいる。14点の範j収布の 10.'.I.Zが1:』の文総であ

った。文総は1'1い木綿糸で織られた、|主織部分に、

色糸の総収文織が.'，1.(イ正する)~で去されており、

、1 -:織部分の経糸と kl，~糸には令て本紙l (S燃り双

糸が多い)が他われ、縫J似自11分の綿糸は全て!吠

毛 (S燃り双糸)であった。

l'f.fJL織物('.勺:}.'{8・3)は、いくつかの総収
織物の文級を一つの織物の'11に織り込んだもの

である。

4-4，二iTf織

1217 rτ三角・ラクダ平'l-iJi)J物文線二if(織)!J'!lj泊包
み.{IiJ (写点 9・1、9・2、9・3、|立15)は、

地と文織の糸がぶ以でうど足し、抗伐文総となり、

常IIlJは胤泊となっているアンデス特イiのてi杭織

アンデスの織物は、 経糸に桜数の糸を使うの

ではなく、 1 本の糸を~-Hüさせて料糸をセ ッ ト

し、その経糸に下liijから綜糸を入れて織る。織

りの以後はII"i)j'・lilJから織り、布の端ではな く、

両方向からの糸が/1¥会う所で、 11¥i:たないよう

に終了する。この織り方は、布の織り l二がりの

、h.去がはじめからiJとまっていること、 .{IIの114)J
が判.の状態に織り上がるのが特徴である。この

布は約 30センチ州方のほぼ，I::)j)伝で、織られ

た当初の状態が完全な形で残っているもので、

アンデスの織物の定)~を示していた。 ~.j:~は、

wと円の水紛 (S燃り双糸)であった

4-5.チヘ'ンカイレース

チャンカイレースとH予ばれるレース状の織物

は、羽lい11-11状の、1;.織;(11'又は紗イliを織り、経糸

と糾:糸の交irijh;を日IJの糸でftlめ (ノッテイン

グ)、さらにその|二に刺繍を施して作られてい

るもので、ヨーロ ッパのレースとは令く 民なる

技法である。桝日の11日隔がJよいものが 「オープ

ンワークJ(勺:ょ'.!;10)、例目のIIIJ刷が 1センチ
松広のものが 「紗+刺繍J(チャンカイレース)
である。

cha 68 r.c~抽象 ・ 蛇抽象文線チャ ンカイレー

ス裂J('1/ }.'.{ 11・1、11-2 )は、りょ'i12に示す

羽lい桝11状の、1-:織布 (cha73)の経糸、 緋;糸を

別の糸でノ ッテイングし、 その卜.から刺繍をし

であった。この.{Iiは、 織り始めと終りは、ド織で '/丸'.(10. cha 104 rオープンワーク (‘l'餓・中IJ紛)災J
織られ、文械の自11分が二屯織となっ ている。(!lü;(大学総~研究"!j:物館所li:JJ.in'l )
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ワ点 11・2. cha 68の拡大I'/ll{.

(米J;(大学総合研究jo!j物館所必

写点 lト1.cha 68 r鳥羽Ii~ ' 蛇品II~良文 仏)
総チヘ・ンカイレース裂J(点J;t大学総合
研究開館所制) 型空塑型些盟副 日 ll-3 チヘ・ンカイレース

万点 13-1.r ...c:fll紋縦Jの拡
大写ょ・l(俳l人縦)

l;c) 6.二jfJ紋維の

組織1:;(1

た典)~~的なチャンカイレースである 。 非常に剥11

い木綿の5nl燃糸が使われ、品と蛇を抽象化した

文織がチャンカイレース独特の掠附気を出して

いる。再現織物 (写真 11・3)はネコ利動物を

文織にした。

チャンカイレースは 141仕紀前後のチャンカ

イで数多く作られたが、それ以外では比られな

u、。

4-6.摂織

取締には、縦と呼ばれる、 1怯んだ経糸を交/2
させたものを緋糸で初めて文織をぷわす織物

の再現織物

万五'L12. cha73 rチT ンカイレース)~，{)Î (紗 ・

ノγテイング)裂J(ボJ;(大学総合併先博物館
J訂正&，'，，'，)

写点 13・2. : frJ 紋~~の Ilf

JJl.織物

η点14. LH・01ri((t網J
( 111， - ~，'iJ-\1)の拡大写

点 (点J;Ck"戸総合研究

博物館19ii&品)

と 、 紗の 1 '. に、I~織や綴を織ったものの 2 純が

ある。

縦は、チャンカイレースとI，;JII.J JUJに.ktHこ作
られた。非常に薄手のレース状のもので、広幅

の縦を 2枚つないだものが久:1''1:のJIfill]として

仙川されていた。写点 13-1. 13・2、|災16は、

三角紋縦(例人縦)である。ぷ材・は，.f;:術iiの極強

撚糸であった。縦は、アンデス、 111イt"1匡i、日
本にしかない織物である。アンデスの縦は羽lく

織られているが、翁11い!並i按糸が悦われているた

め、織り 11がずれず、薄くてRしい縦に仕上が
っている。

-24ー



1IIAb. 

Iliftアンデスの染織文化

135f一一一ーー「
215 

..... b. 

22‘ 
199 

3剖

'9' 

。l 一一一一-2叫 320 .∞刊o 560 8"0 ・.....1.. 、"加@‘j
f・‘身分のピークm・・"ヘクトル

<1 -7. 'ji.-組織

lji一組織には、 lji.-紡抑(写山 14)とljiー

掛琉がある。'r.-がi.5;iは?((t制として仙われてい
守、，_。

lji-.J1ト痴は、ルーピング、縫い編みとも呼ば

れる (勺.点 15-1 )。針に;JJiした l本の糸をか

けて製作される (1き17、写点 15・2)もので、

/11来上がりは編み物のように見える。調11い糸で

作られているため、/lUと|二がりのよきさは小さ

く、相巧である。辿な っているもの (写真

15-3)は、まず校の出1I分を作り、 μゃイヒを上

下に柄拘![させて作る。乎11日のかかる技法で、こ

のように立体にしたものはアンデスにしか見ら

れない。織物の縁取りとして付けられ、織物を

一府豪J作なものにしていた。

一.ア
.
J

1:;(1 8. HPLC.PDA Wによる染料分析結決 (cha135) 

5.染料

分析は、綴織..(Ii7 l.( (cha 97， 98， 99， 102， 

135， 136， 138， 140， T-220-4)について行った。

制作H判明はいずれもチャンカイ文化則である。

分析・の紡来、ぶ色染率:1には令てコチニールが似

われていた (1災18)。

アンデスの染織JIllの赤色染率:1については、ベ

ルギ一国立文化財研究所のj.Woutersら1)、市

北-らの報告ω がある。今阿の結果とこれらを

総介すると、アンデスの染織品のぷ色染色には、

ワリ文化mJ(600 -90011ミ凶)まで‘は酋が似わ

れていたが、その後コチニールの他川が拡大し、

チム一文化WJ(900 - 1470 "1:凶)、チャンカイ
文化JUJ以降はコチニールのみが使われるよ うに

なったようである。しかし、アンデス染織1111の
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染料分析数はまだ少なく、今後まだ変わる可能

性があると思われる。

アメリカ人コチニール研究者、 AGreenfield
4
) 

は著書APerfect Redの中で、「コチニールは

2000年くらい前から使用され、コチニールに

よる染色を始めたのはベル一人である。インカ

帝国がスペイン人によって征服された後、コチ

ニールはヨーロッパに持ち帰られ、その後ヨー

ロッパの染織品の色を大きく変えた。Jと述べ
ている。筆者らのヨーロッパのタペストリー刷、

日本の陣羽織7)などの染料分析でもそのことが

確認されている。

アンデスで発祥したコチニールによる染色

は、世界を巡って、ヨーロッパのみならず、ア

ジアの染織品の色も大きく変えたのである。

謝辞:研究の機会を与えていただきました東京

大学総合研究博物館、アンデス織物研究

家 故中島章子氏、織物の織組織の分析、

再現品の制作のご指導をいただきました

幅晴江氏に感謝の意を表します。

本研究の内容は、「古代アンデスの染織文化

ーナスカ・チャンカイ文化期の織りと染めーJ
と題して、平成24年 3月14日-4月28日に

本学本館 1階ロビーで展示(共催:東京大学

総合研究博物館マクロ先端研究発信グループ)

した。

注)織物名称、制作文化期、素材及び資料図版

の出典は東京大学総合研究博物館ホームベ

ーン
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